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毎週水曜、区役所本庁舎の窓口時間を午後7時まで延長しています。取り扱い業務の詳細については各担当窓口へご確認ください。

平
成
�
年
に
発
生
し
た
阪
神
・

淡
路
大
震
災
で
は
︑
旧
耐
震
基
準

︵
昭
和

年
以
前
︶
で
建
築
さ
れ

56

た
木
造
建
物
が
多
数
倒
壊
し
︑
多

く
の
死
傷
者
が
出
ま
し
た
︒
い
つ

か
起
こ
り
う
る
首
都
直
下
型
大
地

震
に
備
え
︑
自
分
や
家
族
の
命
を

守
る
た
め
に
も
︑
建
物
の
耐
震
化

を
進
め
ま
し
ょ
う
︒

耐
震
化
は
�
つ
の
ス
テ
ッ
プ

ま
ず
は
無
料
耐
震
診
断
を

区
で
は
木
造
耐
震
診
断
士
を
無

料
で
派
遣
し
︑
一
次
︵
簡
易
︶
診

断
を
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
︑

ぜ
ひ
担
当
窓
口
へ
ご
相
談
く
だ
さ

い
︒
そ
し
て
︑
一
次
診
断
の
結
果
︑

耐
震
補
強
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
︑

左
表
の
内
容
で
﹁
助
成
制
度
﹂
を

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
︒

▢問
建
築
調
整
課
建
築
防
災
係

☎
(
�
�
�
�
)


�
�
�

犯
罪
の
な
い
安
全
で
安
心
し
て
暮

せ
る
地
域
社
会
を
実
現
す
る
た
め
︑

﹁
守
ろ
う
よ

わ
た
し
の
好
き
な

街
だ
か
ら
﹂
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
︑
10

月

日
︵
金
︶
～

日
︵
日
︶
ま
で
の

11

20

間
︑
全
国
地
域
安
全
運
動
が
実
施
さ

れ
ま
す
︒

次
の
�
つ
が
重
点
項
目
で
す
︒

○
振
り
込
め
詐
欺
の
被
害
防
止

○
空
き
巣
の
被
害
防
止

○
こ
ど
も
と
女
性
の
被
害
防
止

○
万
引
き
・
自
転
車
盗
難
の
防
止

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
安
全
な
利
用

防
犯
に
は
自
助
・
共
助
の
意
識

が
大
切

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

の
実
現
に
は
﹁
自
分
た
ち
の
ま
ち
は

自
分
た
ち
で
守
る
﹂
と
い
う
自
助
・

共
助
の
意
識
を
持
ち
︑
防
犯
の
輪
を

広
げ
る
こ
と
が
大
切
で
す
︒
こ
の
機

会
に
︑
次
の
点
な
ど
で
き
る
こ
と
か

ら
防
犯
対
策
を
と
り
ま
し
ょ
う
︒

○
振
り
込
め
詐
欺
被
害
防
止
の
た
め

両
親
に
電
話
を
し
て
改
め
て
自
分

の
声
を
聞
い
て
も
ら
う
と
と
も
に
︑

家
族
で
の
合
言
葉
を
決
め
て
お
く

○
侵
入
盗
被
害
防
止
の
た
め
自
宅
や

事
務
所
の
防
犯
チ
ェ
ッ
ク
を
す
る

○
家
族
や
近
所
の
方
と
防
犯
に
つ
い

て
話
し
合
っ
て
み
る

▢問
深
川
警
察
署

☎
(
�
�
�
�
)

�
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城
東
警
察
署

☎
(
�
�




)

�
�


東
京
湾
岸
警
察
署

☎
(
�
�
�

)

�
�


危
機
管
理
課
生
活
安
全
担
当

☎
(
�
�
�
�
)
�
�





区
で
は
︑
ベ
ラ
ン
ダ
で
の
ガ
ー
デ

ニ
ン
グ
を
通
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ

く
り
を
進
め
る
講
座
を
年
�
回
シ
リ

ー
ズ
で
開
催
し
ま
す
︒
第
�
回
は
︑

ベ
ラ
ン
ダ
で
果
樹
を
楽
し
く
育
て
る

方
法
を
学
び
な
が
ら
︑
参
加
者
同
士

の
交
流
を
深
め
ま
す
︒
花
と
緑
い
っ

ぱ
い
の
ま
ち
づ
く
り
に
あ
な
た
も
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
︒

▢時

月

日
︵
水
︶
︑

月
�
日

11

13

12

︵
木
)
・

日
︵
木
︶
午
後
�
時
～
�

12

時
︵
全
�
回
︶
▢場
江
東
区
文
化
セ

ン
タ
ー
︵
東
陽
�
︱

︱

�
︶
▢人

11

区
内
在
住
で

歳
以
上
の
全
回
参
加

16

で
き
る
方

人
︵
抽
選
︶
▢費
�
︑


25



円
︵
材
料
費
等
︶
▢内
果
樹
の

基
礎
知
識
と
育
て
方
︑
収
穫
し
た
果

樹
の
利
用
法
︑
ベ
ラ
ン
ダ
で
の
栽
培

の
コ
ツ
等
※
果
樹
の
苗
や
ポ
ッ
ト
︑

土
等
を
お
持
ち
帰
り
い
た
だ
き
ま
す

▢師
三
輪
正
幸
︵
千
葉
大
学
助
教
︶

▢保
�
歳
�
か
月
～
就
学
前
児
童

︵
無
料
・
申
込
時
要
予
約
︶
▢締

月
10

日
︵
金
︶
消
印
有
効

25

▢申
往
復
は
が
き
に
①
氏
名
と
ふ
り

が
な
②
年
齢
③
住
所
④
電
話
番
号
⑤

一
時
保
育
を
希
望
す
る
場
合
は
︑
こ

ど
も
の
氏
名
と
ふ
り
が
な
・
性
別
・

生
年
月
日
を
記
入
し
︑
〒

︱

区
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8383

役
所
管
理
課
Ｃ
Ｉ
Ｇ
推
進
係
へ
※
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
申
し
込
み
で
き

ま
す

☎
(
�
�
�
�
)
�

�



明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
コ
ン

ク
ー
ル
審
査
会
が


月

日
に
開
催

10

さ
れ
︑
昨
年
を
上
回
る
応
募
総
数
�



�
点
︵
小
学
校
�
�
�
点
︑
中
学

校
�
�
�
点
︶
の
中
か
ら
︑
入
選
・

佳
作
作
品
が
決
定
し
ま
し
た
︒

作
品
展
示
会
︵
入
選

点
︑

20

佳
作

点
︶
の
開
催

20月
�
日
︵
金
︶
～

月
�
日
︵
木
︶

11

12

に
︑
区
内
�
会
場
で
入
選
・
佳
作
作

品
を
展
示
し
ま
す
︒
各
会
場
で
開
館

日
・
時
間
が
異
な
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
︒

な
お
︑

月

日
︵
土
︶
・

日

10

19

20

︵
日
︶
の
区
民
ま
つ
り
で
も
入
選
作

品
を
展
示
し
ま
す
︒
ま
た
︑
平
成
26

年
�
～
�
月
に
︑
区
内
の
駅
や
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
の
作
品
展
示

会
も
予
定
し
て
い
ま
す
︒
詳
細
は
︑

�
月
の
区
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
︒

﹇
亀
戸
文
化
セ
ン
タ
ー
�
階
展
示
ス

ペ
ー
ス
︵
亀
戸
�
︱

︱

�
カ
メ
リ

19

ア
プ
ラ
ザ
︶
﹈

月
�
日
︵
金
︶
午
後

11

～

月

日
︵
木
︶

11

14

﹇
豊
洲
文
化
セ
ン
タ
ー
�
階
展
示
ロ

ビ
ー
︵
豊
洲
�
︱

�
︱

︶
﹈

18

月

日
︵
金
︶
午
後
～

日
︵
木
︶

11

15

21

﹇
総
合
区
民
セ
ン
タ
ー
�
階
展
示
ホ

ー
ル
︵
大
島
�
︱

�
︱

�
︶
﹈

月
11

22

日
︵
金
︶
午
後
～

日
︵
木
︶
午
前

28

﹇
江
東
区
文
化
セ
ン
タ
ー
�
階
展
示

ロ
ビ
ー
︵
東
陽
�
︱

︱

�
︶
﹈

月

11

11

日
︵
金
︶
午
後
～

月
�
日
︵
木
︶

29

12

▢問
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

☎
(
�
�
�
�
)





�

▲委員長賞(小学校の部)深川小学
校6年樋渡洋子さん

▶
委
員
長
賞
(中
学
校
の
部
)第
三
砂
町

中
学
校
�
年
狩
野
仁
美
さ
ん

﹇
お
さ
ん
ぽ
案
内
帖
﹈﹁
東
京
ス
カ
イ

ツ
リ
ー
�
﹂
の
周
辺
�
区
︵
江
東
・

台
東
・
墨
田
・
足
立
・
葛
飾
・
江
戸

川
︶
が
共
同
で
発
行
し
た
観
光
案
内

冊
子
で
す
︒
各
区
の
祭
り
や
花
の
見

ご
ろ
︑
名
物
グ
ル
メ
︑
伝
統
工
芸
品

や
お
す
す
め
の
散
策
ル
ー
ト
を
紹
介

し
て
い
ま
す
︒

﹇
観
光
ま
ち
あ
る
き
ガ
イ
ド
﹈区
内
の

観
光
名
所
や
見
ど
こ
ろ
を

コ
ー
ス

12

に
分
け
て
紹
介
し
た
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

で
す
︒
こ
れ
�
冊
で
区
内
散
策
が
よ

り
一
層
楽
し
め
ま
す
︒

※
い
ず
れ
も
﹇
価
格
﹈
�


円
﹇
販

売
場
所
﹈文
化
観
光
課
︵
区
役
所
�

階

番
︶
︑
こ
う
と
う
情
報
ス
テ
ー

33
シ
ョ
ン
︵
区
役
所
�
階
︶
︑
江
東
区

観
光
協
会
(
東
陽
�
︱

�
︱

江
東

18

区
産
業
会
館
内
)
︑
各
文
化
セ
ン
タ

ー
︑
総
合
区
民
セ
ン
タ
ー
︵
大
島
�

︱

�
︱

�
︶
︑
テ
ィ
ア
ラ
こ
う
と
う

︵
住
吉
�
︱

︱

︶
︑
深
川
江
戸
資

28

36

料
館
︵
白
河
�
︱

�
︱

︶
︑
芭
蕉
記

28

念
館
︵
常
盤
�
︱

�
︱

�
︶
︑
中
川
船

番
所
資
料
館
︵
大
島


︱

�
︱

︶
︑

15

深
川
東
京
モ
ダ
ン
館
︵
門
前
仲
町
�

︱

︱

︶
︑
亀
戸
梅
屋
敷
︵
亀
戸
�

19

15

︱

︱

�
︶
※
観
光
ま
ち
あ
る
き
ガ

18
イ
ド
の
み
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン

タ
ー
︵
扇
橋
�
︱

︱

�
︶
※
江
東

22

区
民
ま
つ
り
中
央
ま
つ
り
の
文
化
観

光
課
ブ
ー
ス
で
も
販
売
予
定
で
す

▢問
文
化
観
光
課
観
光
推
進
係

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�▲おさんぽ案内帖

ステップ3
耐震補強工事
補強設計に基づく建物の耐震治療
(基礎の補強、土台・柱・筋交い等
の接合部を金物で補強。筋交いや
構造用合板に
よる強い壁を
増やし、瓦な
どの重い屋根
を軽い屋根に
変更します。)

ステップ2
補強設計
建物の耐震化の処
方箋(目標とする耐
震性能を満たすた
めの設計で、
施主と相談
しながら使
い勝手やコ
ストも考慮
します。)

ステップ1
耐震診断
建物の健康診断
(建物の耐震性
能を現地調査
等によって評
価します。)

※建築基準法に違反していないことが条件

1／2
耐震補強工事に要
した費用

耐震補強工事
助成

1／1
二次診断および補
強計画に要した費
用の合計額

二次診断・補
強計画助成

助成割合助成対象費用助成金の種類

150万円

10万円

助成限度額

木
造
戸
建
て
住
宅
の
耐
震
化

以前は地震が起こるたびに不

安を感じていましたが、耐震

化をしたことで、最近は突然

グラッときても安心していら

れます。

耐震化にあわせて壁や柱の補

修も行ったので、安心に加え

て家の中がきれいになって快

適です。

上記に加え、助成対象者は①助成対象住

宅の所有者で、かつ居住していること②

区民税を滞納していないことが条件とな

ります。


